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目的と効果
地下深部に達する坑井の掘削においては坑底
の状況（ビットの摩耗状態など）を正確に把握
することが困難なため、ビットの脱落などの坑
内トラブルが生じて掘削作業の遅延やコストの
増大を引き起こします。坑井掘削中に坑底の岩
石強度とビット摩耗状態がリアルタイムで評
価できれば、地層に適した掘削条件の設定によ
る掘削速度の増大や、的確なビット交換などに
よって坑内トラブルの防止が図れます。これら
は、坑井掘削の能率向上やコスト削減に寄与し
ます。

技術の概要、特徴
以前から坑底の岩石強度やビットの摩耗状
態を評価するパラメーターが提案されてきてい
ます。しかし、これらのパラメーターは岩石強
度とビットの摩耗状態の両者の影響を受けるた
め、データの解釈を慎重に行う必要がありまし
た。そこで、摩耗状態の異なるローラコーンビッ
トと強度の異なる岩石を用いて行った室内掘削

実験から得られたデータを基に、岩石強度と
ビット摩耗状態の評価に適したパラメーターを
検討しました。その結果、ビットの摩耗状態の
影響が小さい岩石強度の評価パラメーター（岩
石の掘削強度：Ds’）と、岩石強度の影響が小さ
いビット摩耗状態の評価パラメーター（無次元
有効トルク：Ted）を見いだしました。両パラメー
ターは坑井の掘削中に得られるデータから評価
できます。

発明者からのメッセージ
上記のように、従来の岩石強度やビット摩耗
状態の評価パラメーターは両者の影響を受ける
ため、片方のパラメーターがほぼ一定の条件で
適用されなければならないなどの制約がありま
した。この特許で提案した両パラメーターは相
互の影響が小さいという長所があるとともに、
坑井の掘削作業において比較的簡便に適用でき
るものです。今後、この技術を適用することに
よって、坑井掘削の能率向上とコスト削減に寄
与することを目指しています。

岩石強度とビット摩耗状態のリアルタイム評価法
坑
こうせい

井掘削の高度化を目指して
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研究ユニット：

地圏資源環境研究部門

適用分野：
●石油井の掘削
●地熱井の掘削
●学術ボーリング

特許の適用想定図

掘削リグ

掘削流体

ビット荷重： F
岩石強度
ビット摩耗状態

■評価項目

ビット
（直径： d）

トルク： T
回転数： N

掘削速度： u ローラコーンビット
（d＝98.4 mm）
50 rpm

新小松安山岩
（Ds’＝72.6 MPa）

大谷凝灰岩
（Ds’＝12.0 MPa）

新品
刃先摩耗 ： 中
刃先摩耗 ： 大
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岩石の掘削強度を表わすパラメーター（Ds'）
（記号は左図参照）




